
第２部 計画推進の基本方針（素案）

• 本県を更に発展させるため、地域の特性や強みを活かし、潜在力を最大限に引き出すととも

に、未来を見据えた政策を展開します。

• 急激な人口減少があらゆる局面に影響を及ぼし、各地域が様々な課題を抱える中、その解決

を図るため、「スピード感」を持って政策を推進します。

３ 未来を展望した政策展開

• 国、市町村、民間企業、関係団体など多様な主体との緊密な連携のもと、県民の皆様ととも

に「新しい茨城」づくりに挑戦します。

• 前例にとらわれない発想により、「失敗を恐れず果敢に挑戦」することで、県民の皆様とと

もに新しい時代を切り拓いていきます。

２ 県民の皆様とともに挑戦する「新しい茨城」づくり

• 本県では、「県民一人ひとりが未来に希望を持つことができ、自身のなりたい自分像に向

かって一歩でも二歩でも近づいていけるよう、挑戦を続けられること」を幸せと考え、県民

の皆様が幸せを実感できる環境づくりを進めます。

• 幸せの実現に向けた様々な取組を踏まえ、そのような環境の整備・充実状況を「いばらき幸

福度指標」に基づいて把握し、強みを更に伸ばし、弱みを克服することにより、県民幸福度

Ｎo.１を目指します。

１ 県民幸福度Ｎｏ．１への挑戦

人口減少社会にあっても、県民一人ひとりが本県の輝く未来を信じ、「茨城に住みたい、住

み続けたい」人が大いに増える「選ばれる」茨城づくりを実現させるためには、県全体が一つ

になって、従来の常識や既存の方法にとらわれることなく、斬新な発想で失敗を恐れず積極果

敢に挑戦することが求められます。

ここでは、「活力があり、県民が日本一幸せな県」の実現に向け、計画を推進するための基

本方針を示します。
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５ 目標実現に向けた政策の効果検証・改善の徹底

• ＰＤＣＡサイクルを確実かつ着実に回して政策の効果検証を適宜実施し、年度単位にこだわ

らず、改善方策を政策・事業・予算に反映させ、目標の早期実現にチャレンジします。

• 計画の進捗状況については、毎年度、総合計画審議会に報告するとともに、広く県民の皆様に

公表します。

• 分析・評価に用いる数値目標については、計画期間内であっても、社会経済情勢や検証結果等

を踏まえて、柔軟に見直しを行います。

PLAN
○総合計画の策定
○総合計画に基づく事業等の企画立案、
Ｎ年度当初予算編成

ACTION
○進捗評価等を反映した事業等の企画立案、
Ｎ＋１年度当初予算編成

○事業の執行見直し、制度改善
○次期総合計画への反映

DO
○国、市町村、民間企業、関係団体など
多様な主体との緊密な連携のもと、事
業実施

CHECK
○総合計画審議会による進捗評価
○事業進捗管理
○予算編成過程などの議論

P D
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• スクラップ・アンド・ビルドに不断に取り組むとともに、本県を大きく飛躍させるために必要

な事業には重点的に予算を配分するなど、財源の有効活用や「選択と集中」を徹底します。

• 県民本位の施策やサービスを提供するため、県職員の挑戦する意識の醸成や、仕事の進め方の

見直し、デジタル技術の活用等を積極的に進め、県庁全体を挑戦する組織へ転換します。

４ 戦略的な行財政運営
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CheckAction
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